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コンベンション協会資料から分かること，必要なこと

➢提示資料で分かること

•資料等に示される事実や傾向は把握できる。

例・日本人の減少が外国人の増加より下回る

・宿泊客数の減少傾向，海外日帰りは単価アップが必要

・他多数の内容

➢提示資料で分からないこと

•モバイル空間情報統計，IoT活用おもてなし実証事業，ICTを活用した観光動態分
析等，各種情報は多様な視点を提供するが，母集団が異なる統計情報であり，そ
れぞれの情報をつなぐ分析が難しい。

•対象とする観光客（クルーズ船，その他？）の，事前の期待度と観光後の満足度

➢必要なこと

•観光客の事前の期待度と観光後の満足度の調査

•対象者の期待度を高めること（長崎へ行きたいと思う人を増やす）

•長崎観光へ来た人の満足度を高めること（また，来たいと思う人を増やす）
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そこで，

A.観光客の事前の期待度と観光後の満足度の調査

•観光スポット別の，期待度と満足度の現地調査

•移動手段別の，期待度と満足度の調査

•その他，ホテル別，飲食店別他の，期待度と満足度の調査

•これらのうち，何を対象とするか？

B.調査研究のための組織 C.必要経費

•長崎大学教員（1名） ・会議等経費（方法，データ集計，処理，分析，検討等）

•同学生（数名） ・質問紙調査等による現地での調査経費

•観光協会スタッフ（1名） ・学生にはバイト代が必要

・関連する視察や，情報収集等の旅費等

D.スケジュール

•企画会議１（8月中）：調査研究概要の共通理解，方針等の確認，既存の調査資料等の読み込み

•企画会議２（8月中）：既存調査結果の課題把握と，本調査研究で対象とするポイントの絞り込み

•質問紙準備（9月中）：質問項目の検討，質問紙印刷，調査日時や場所等の検討，スタッフの人選 他

•現地調査１（10月～11月）：内容により，期間は変動 ※調査終了後，集計と電子化処理へ

•検討会議１（12月～2月）：結果の分析，結果のまとめ
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観光スポット別の期待度と満足度の調査研究
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